
「i-都市再生」
～共感・共有・新たな発見につながる
コミュニケーションツール～

i-都市再生自治体等交流会議 1

広島県 三原市
経営企画課



１.庁内での活用①

2都市再生自治体等交流会議i-

庁内関係部署にシステムの説明

 （左上）経営企画課にて報告
 （右上）生活環境課にて操作説明（地域公共交通等を所管）

 （左下）都市開発課にて操作説明（都市計画，立地適正化計

画等を所管）





２.外部での活用①

4都市再生自治体等交流会議i-

市民向け「まちなみづくりワークショップ」で当該地域の将来の姿を
共有





２.外部での活用③

6都市再生自治体等交流会議i-

市民活動団体とのコミュニケーションツールとして活用

⇒ミハラサイエンス遊園地（H30.10.13～14）で活用



３.今後に向けて

7都市再生自治体等交流会議i-

①これまで，「共感」・「共有」・「見える化」・「新たな課題発見」に
重点を置き，できるだけ多くの人たちとコミュニケーションをとる
ためのツールとして活用を検討してきた。

②その結果，市民にとっても，分かりやすく受け入れやすいシステ
ムであることが分かった。

③市の施策においては，
・長期総合計画後期基本計画の策定
・地域公共交通網形成計画の改定
・公共施設マネジメントの観点からの活用
・中心市街地活性化の観点からの活用
・消防広域化の観点からの活用 などの意見が出ている

④来年度以降も継続して利用できるよう機器等の調達へ




